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の し ろ 市 議 会 だ よ り 

    

質
　
現
在
国
で
審
議
さ
れ
て
い
る
水
道
法

改
正
案
が
成
立
し
た
場
合
の
本
市
へ
の
影

響
は
。 

答
　
法
案
が
成
立
す
る
と
市
が
水
道
施
設

を
保
有
し
た
ま
ま
、
運
営
権
を
設
定
で
き

る
よ
う
に
な
る
が
、
現
行
料
金
の
中
で
民

間
事
業
者
が
十
分
な
利
益
を
得
ら
れ
る
か

不
透
明
で
あ
る
た
め
、
法
案
成
立
後
す
ぐ

に
実
施
準
備
を
す
る
こ
と
は
考
え
て
い
な

い
。 

 

質
　
下
水
道
事
業
会
計
に
お
け
る
今
後
の

事
業
見
通
し
は
。 

答
　
こ
こ
２
〜
３
年
で
事
業
化
区
域
内
の

管
渠
整
備
が
完
了
す
る
予
定
で
あ
り
、
現

在
、
区
域
拡
大
を
含
め
、
事
業
計
画
の
変

更
作
業
を
進
め
て
い
る
。 

 

質
　
農
地
・
農
業
用
施
設
災
害
復
旧
支
援

事
業
費
補
助
金
の
概
要
及
び
補
助
対
象
者

は
。 

答
　
大
雨
被
害
を
受
け
た
農
地
・
農
業
施

設
の
復
旧
に
要
す
る
重
機
の
借
り
上
げ
や
、

資
財
購
入
費
の
４
分
の
３
を
助
成
す
る
も

の
で
あ
る
。
土
地
改
良
区
、
農
道
管
理
組

合
、
水
利
組
合
、
自
治
会
ま
た
町
内
会
が

補
助
対
象
者
と
な
る
。
個
人
農
家
は
自
治

会
等
を
通
し
申
請
し
て
い
た
だ
き
た
い
。 

 

質
　
建
築
基
準
法
の
基
準
を
満
た
し
て
い

な
い
こ
と
に
よ
り
、
改
修
を
行
う
た
め
の

基
礎
調
査
を
行
う
、
旧
料
亭
金
勇
の
ブ
ロ

ッ
ク
塀
の
状
態
は
。 

答
　
南
側
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
は
、
高
さ
の
基

準
を
超
え
て
い
る
。
前
面
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀

は
、
鉄
筋
が
基
準
ど
お
り
入
っ
て
い
る
か

不
明
で
あ
る
ほ
か
、
控
え
壁
が
設
置
さ
れ

て
お
ら
ず
、
基
準
を
満
た
し
て
い
な
い
状

態
で
あ
る
。 

 

質
　
金
勇
に
新
た
な
塀
を
設
置
す
る
際
、建

物
に
合
っ
た
木
塀
等
の
外
構
に
す
る
べ
き

で
は
な
い
か
。 

答
　
基
本
的
に
は
現
在
の
景
観
を
維
持
す

る
考
え
で
あ
る
が
、
木
塀
等
他
の
方
法
も

検
討
し
た
い
。 

 

質
　
が
け
地
近
接
等
危
険
住
宅
移
転
事
業

の
対
象
と
な
る
市
内
の
区
域
は
。 

答
　
30
年
３
月
末
現
在
、
危
険
が
著
し
い

と
し
て
県
が
指
定
す
る
区
域
も
含
め
、
急

傾
斜
地
崩
壊
危
険
区
域
、
地
す
べ
り
防
止

区
域
、
土
砂
災
害
警
戒
区
域
の
計
２
２
６

カ
所
で
、
区
域
指
定
さ
れ
る
以
前
に
建
設

し
、
居
住
し
て
い
る
住
宅
が
対
象
と
な
る
。 

 

質
　
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
支
援
事
業
の
上
限

額
や
使
い
勝
手
な
ど
、
制
度
拡
充
の
検
討

は
で
き
な
い
か
。 

答
　
27
年
度
に
制
度
を
拡
充
し
、
補
助
上

限
額
ま
で
複
数
回
利
用
で
き
る
よ
う
に
し

た
。
本
事
業
は
31
年
度
ま
で
と
定
め
て
お

り
、
事
業
継
続
に
つ
い
て
は
、
実
績
、
効

果
等
を
見
き
わ
め
、
制
度
拡
充
も
含
め
て

検
討
し
て
い
く
。 

　
　
　
　
　
　
　
（
落
合
範
良
） 

産
業
建
設
委
員
会 

議
会
基
本
条
例
策
定 

　
　
　
　
特
別
委
員
会 

    

　
８
月
９
日
開
催
の
委
員
会
で
は
、
条
例

に
盛
り
込
む
項
目
に
つ
い
て
協
議
を
行
っ

た
。 

 「
最
高
規
範
」の
項
目
に
つ
い
て 

意
見
　
最
も
尊
重
さ
れ
る
べ
き
位
置
づ
け

に
す
る
こ
と
を
条
件
に
、
「
他
の
条
例
等

と
の
関
係
」
に
か
え
て
も
よ
い
。 

 「
議
員
間
の
自
由
討
議
」の
項
目
に
つ
い
て 

意
見
　
他
市
議
会
の
例
も
参
考
に
し
な
が

ら
十
分
に
協
議
す
べ
き
。 

 「
通
年
議
会
制
の
導
入
」の
項
目
に
つ
い
て 

意
見
　
よ
り
慎
重
な
議
論
が
必
要
で
あ
る
。 

意
見
　
現
段
階
で
は
不
要
で
あ
る
。 

 

県
内
他
市
に
見
ら
れ
当
市
議
会
条
例
案
の

た
た
き
台
に
な
い
項
目
に
つ
い
て 

意
見
　
で
き
る
限
り
取
り
入
れ
る
べ
き
。 

意
見
　
既
に
本
市
条
例
に
盛
り
込
ま
れ
て

い
る
項
目
も
あ
り
、
不
要
な
も
の
も
あ
る

の
で
は
な
い
か
。 

 
協
議
結
果
　
各
項
目
に
つ
い
て
は
、
次
回

へ
協
議
を
継
続
す
る
。 

　
な
お
、
策
定
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て

は
、
次
年
度
９
月
定
例
会
を
議
案
上
程
の

目
標
と
し
、
条
文
の
検
討
や
市
当
局
と
の

協
議
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
等
を
行
う

こ
と
を
決
定
し
た
。 

　
９
月
定
例
会
に
お
け
る
委
員
会
で
は
、

条
例
に
盛
り
込
む
項
目
を
決
定
す
る
た
め

の
検
討
を
行
っ
た
。  

 「
通
年
議
会
制
の
導
入
」の
項
目
に
つ
い
て 

意
見
　
協
議
に
相
当
の
時
間
を
要
す
る
た

め
、
別
途
協
議
の
場
等
に
お
い
て
議
論
す

る
べ
き
。
現
時
点
で
は
不
要
。 

協
議
結
果
　
項
目
と
し
て
盛
り
込
ま
な
い
。 

 「
通
年
議
会
制
の
導
入
」以
外
の
、検
討
中
の

項
目
に
つ
い
て 

協
議
結
果
　
次
の
と
お
り
、
必
要
・
不
要

と
す
る
項
目
を
決
定
し
た
。 

              

　
ま
た
、
次
回
か
ら
は
条
文
の
検
討
に
進

む
が
、
今
回
の
決
定
を
踏
ま
え
、
改
め
て

条
項
及
び
条
文
の
整
理
を
行
い
、
そ
の
た

た
き
台
を
も
と
に
協
議
を
進
め
て
い
く
。 

　
　
　
　
　
　
　
（
佐
藤
智
一
） 

必
要

　
議
員
間
の
自
由
討
議
、
報
告
会

及
び
広
報
の
充
実
、
議
会
費
の

要
望
、
緊
急
事
態
等
へ
の
対
応
、

議
員
の
研
修
、
他
の
条
例
等
と

の
関
係
、
そ
の
他
の
検
討
中
の

項
目 

不
要

　
最
高
規
範
、
通
年
議
会
制
の
導

入
、
市
長
に
よ
る
政
策
の
形
成

過
程
等
の
説
明
、
予
算
及
び
決

算
審
査
に
お
け
る
説
明
、
議
会

の
議
決
事
件
、
議
会
図
書
室 


